
(57)【要約】

【課題】　高粘度のインクを用いて、駆動力を増加させ

たりノズル径を大きくしたりすることなく、また、小さ

い消費電力で、画像記録を行なうことの可能なインクジ

ェット記録装置を提供する。

【解決手段】　制御部７０へ画像記録開始の指示が入力

されると（Ｓ２０）、制御部７０は、駆動回路７４へ高

周波信号Ｓ３を出力するよう指示する（Ｓ２２）。駆動

回路７４では、この指示を受けて、インクジェット記録

ヘッド１１２のすべての圧電素子３６へ、高周波信号Ｓ

３を出力する（Ｓ２４）。これにより、高周波信号Ｓ３

が圧電素子３６に印加され、圧電素子３６が高周波信号

Ｓ３によって駆動され（Ｓ２６）インク吐出ノズル１０

内のインクには高周波の振動が発生し、この振動により

インクの粘度は低下する。駆動回路７４から圧電素子３

６への高周波信号Ｓ３の出力は、制御部７０から画像記

録データが出力されるまで継続される。

【選択図】　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 チ キ ソ 性 を 有 す る イ ン ク の イ ン ク 滴 を 吐 出 さ せ る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 で あ っ て 、
　 イ ン ク を 吐 出 す る イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル と 、
　 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 の 電 源 投 入 後 、 画 像 記 録 前 に 、 す べ て の 前 記 イ ン ク 吐 出 ノ
ズ ル 内 の イ ン ク へ 、 吐 出 に 至 ら な い 振 動 を 発 生 さ せ る 振 動 発 生 手 段 と 、
　 を 備 え た イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 振 動 発 生 手 段 は 、 前 記 イ ン ク へ 、 電 源 投 入 直 後 に 低 い 周 波 数 の 低 周 波 振 動 を 発 生 さ
せ 、 そ の 後 、 前 記 低 周 波 振 動 よ り も 高 い 周 波 数 の 高 周 波 振 動 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル か ら イ ン ク 滴 を 吐 出 さ せ る 圧 電 素 子 を 備 え 、
　 前 記 振 動 発 生 手 段 は 、 前 記 圧 電 素 子 の 駆 動 に よ り 前 記 振 動 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 イ ン ク は 、 粘 度 が ２ ． ３ ｍ Ｐ ａ Ｓ 以 上 ５ ０ ｍ Ｐ ａ Ｓ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 イ ン ク 滴 を 吐 出 し て 記 録 媒 体 に 画 像 を 記 録 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 で は 、 顔 料 イ ン ク を 搭 載 し た イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 の 製 品 化 が 盛 ん で あ る が 、 顔
料 イ ン ク で は 、 顔 料 色 材 の 分 散 安 定 性 を 保 つ た め や 、 イ ン ク の に じ み 防 止 の た め に も 、 イ
ン ク 粘 度 が 高 い 方 が 有 利 で あ る 。 ま た 、 発 色 性 や 記 録 紙 へ の 定 着 性 付 与 の た め 、 色 材 濃 度
を 増 加 さ せ た り 、 イ ン ク 中 に 水 溶 性 樹 脂 等 を 含 有 さ せ る 場 合 が あ る が 、 こ れ ら の 添 加 物 成
分 に よ っ て も 、 イ ン ク は 一 般 に 高 粘 度 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 イ ン ク が 高 粘 度 化 す る と 、 イ ン ク 滴 吐 出 の た め に 駆 動 力 を 上 げ る 必 要 が 生 じ た り
、 イ ン ク リ フ ィ ル が 間 に 合 わ な い （ 特 に 高 周 波 駆 動 時 ） 等 の 不 都 合 が 生 じ る 。 し た が っ て
、 そ の 対 策 の た め に 、 耐 圧 の 高 い 駆 動 回 路 を 用 い な け れ ば な ら な か っ た り 、 解 像 度 を 犠 牲
に し て ノ ズ ル 径 を 大 き く し た り し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ 、 ２ に は 、 画 像 記 録 中 に 不 使 用 ノ ズ ル の ノ ズ ル 先 端 部 の イ ン ク が
乾 燥 し て し ま う の を 防 止 す る た め に 、 圧 電 素 子 に 電 圧 を 印 加 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 の 技 術 で は 、 イ ン ク 自 体 の 粘 度 が 高 い 場 合 は 想 定 さ
れ て お ら ず 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 で の 画 像 記 録 中 に 、 不 使 用 ノ ズ ル の 圧 電 素 子 を 振 動
さ せ る も の で あ る 。 イ ン ク 自 体 の 粘 性 が 高 い 場 合 に は 、 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 の よ う に 、
画 像 記 録 開 始 後 に 振 動 を 発 生 さ せ る だ け で は 、 十 分 に イ ン ク を 低 粘 度 化 さ せ る こ と は 難 し
い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 、 高 粘 度 の イ ン ク を 加 熱 に よ り 低 粘 度 化 す る 技 術 が 記 載 さ れ て い
る 。 し か し な が ら 、 イ ン ク を 加 熱 す る た め の ヒ ー タ を 用 い る た め 、 消 費 電 力 が 増 大 し て し
ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ３ － １ ６ ４ ２ ５ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ３ － １ ９ ０ ７ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ０ ２ ５ ４ ９ ８ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 実 を 考 慮 し 、 高 粘 度 の イ ン ク を 用 い て 、 駆 動 力 を 増 加 さ せ た り ノ ズ ル
径 を 大 き く し た り す る こ と 等 の ヘ ッ ド 構 造 の 変 更 を 加 え る こ と な く 、 ま た 、 小 さ い 消 費 電
力 で 、 画 像 記 録 を 行 な う こ と の 可 能 な イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 は 、 チ キ ソ 性 を 有
す る イ ン ク の イ ン ク 滴 を 吐 出 さ せ る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 で あ っ て 、 イ ン ク を 吐 出 す る
イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル と 、 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 の 電 源 投 入 後 、 画 像 記 録 前 に 、 す べ て
の 前 記 イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル 内 の イ ン ク へ 、 吐 出 に 至 ら な い 振 動 を 発 生 さ せ る 振 動 発 生 手 段 と
、 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 画 像 記 録 前 と は 、 い ず れ か の イ ン ク 吐 出 口 か ら イ ン ク を 吐 出 さ せ て 画 像 の 記 録
が 開 始 さ れ る 前 を い い 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 の 立 ち 上 げ 時 、 待 機 状 態 時 な ど の 、 画 像
記 録 開 始 前 の あ ら ゆ る 状 態 時 を い う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 は 、 チ キ ソ 性 を 有 す る イ ン ク に つ い て 適 用 さ れ る も の
で あ る 。 チ キ ソ 性 と は 、 イ ン ク へ の せ ん 断 速 度 の 上 昇 と と も に を 、 見 か け 上 の イ ン ク の 粘
度 （ 以 下 、 単 に 「 粘 度 」 と い う ） が 低 下 す る 性 質 を い い 、 本 発 明 は 、 イ ン ク に せ ん 断 力 を
付 与 す る こ と に よ り 、 チ キ ソ 性 を 発 現 さ せ 、 吐 出 を 行 わ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 の 電 源 投 入 後 、 画 像 記 録 前 に 、 振 動 発 生
手 段 で 、 す べ て の イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル 内 の イ ン ク へ 、 吐 出 に 至 ら な い 振 動 を 発 生 さ せ る 。 こ
の 振 動 に よ り チ キ ソ 性 を 有 す る イ ン ク の 粘 度 を 、 画 像 記 録 ま で に 低 粘 度 化 す る こ と が で き
る 。 こ れ に よ り 、 吐 出 の た め の 駆 動 出 力 を 上 げ た り 、 ノ ズ ル 口 径 を 大 き く し た り す る こ と
な く 、 高 粘 度 の イ ン ク を 用 い て 画 像 記 録 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 加 熱 に よ る の で は な く 振 動 に よ り イ ン ク の 粘 度 を 低 粘 度 化 さ せ る の
で 、 消 費 電 力 も 加 熱 に よ る 場 合 と 比 較 し て 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 、 前 記 振 動 発 生 手
段 が 、 前 記 イ ン ク へ 、 電 源 投 入 直 後 に は 低 い 周 波 数 の 低 周 波 振 動 を 発 生 さ せ 、 そ の 後 、 前
記 低 周 波 振 動 よ り も 高 い 周 波 数 の 高 周 波 振 動 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る こ と も で き る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 般 的 に 、 イ ン ク の 粘 度 が 高 い 場 合 、 最 初 か ら 高 い 周 波 数 の 振 動 を 与 え て も 、 効 率 よ く
せ ん 断 速 度 を 上 げ る こ と が で き な い 。 最 初 に 低 周 波 の 振 動 を 与 え 、 あ る 程 度 低 粘 度 化 さ せ
て か ら 高 周 波 の 振 動 を 与 え た 方 が 、 よ り 効 率 的 に イ ン ク を 低 粘 度 化 さ せ る こ と が で き る 。
そ こ で 、 本 発 明 の 振 動 発 生 手 段 で は 、 電 源 投 入 直 後 に 低 い 周 波 数 の 低 周 波 振 動 を 発 生 さ せ
、 そ の 後 、 前 記 低 周 波 振 動 よ り も 高 い 周 波 数 の 高 周 波 振 動 後 を 発 生 さ せ る よ う に す る 。 こ
れ に よ り 、 効 率 的 に イ ン ク 粘 度 を 低 粘 度 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 、 前 記 イ ン ク 吐 出
ノ ズ ル か ら イ ン ク 滴 を 吐 出 さ せ る 圧 電 素 子 を 備 え 、 前 記 振 動 発 生 手 段 は 、 前 記 圧 電 素 子 の
駆 動 に よ り 前 記 振 動 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 構 成 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 は 、 イ ン ク 滴 を 吐 出 す る た め の 圧 電 素 子 を 備 え て い
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る 。 こ の 圧 電 素 子 を イ ン ク の 粘 度 を 低 粘 度 化 す る た め に 用 い る の で 、 振 動 を 発 生 さ せ る た
め に 新 た な 部 材 を 追 加 す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 、 前 記 イ ン ク の 粘
度 が ２ ． ３ ｍ Ｐ ａ Ｓ 以 上 ５ ０ ｍ Ｐ ａ Ｓ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 般 的 な イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 の イ ン ク の 粘 度 は ３ ｍ Ｐ ａ Ｓ 程 度 で あ る が 、 本 発 明 の
構 成 と す る こ と に よ り 、 粘 度 が ２ ． ３ ｍ Ｐ ａ Ｓ 以 上 ５ ０ ｍ Ｐ ａ Ｓ 以 下 の 広 範 な 粘 度 範 囲 の
イ ン ク に お い て も 、 適 切 な イ ン ク 吐 出 を 行 な う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 構 成 と し た の で 、 イ ン ク 吐 出 の た め の 駆 動 出 力 を 上 げ た り 、 ノ ズ ル 口 径 を
大 き く し た り す る こ と な く 、 高 粘 度 の イ ン ク を 用 い て 画 像 記 録 を 行 な う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 １ ０ ２ は 、 ヘ ッ ド ケ ー ス ５ ２ を 搭 載 す る キ
ャ リ ッ ジ １ ０ ４ 、 キ ャ リ ッ ジ １ ０ ４ を 主 走 査 方 向 Ｍ に 走 査 す る 為 の 主 走 査 機 構 １ ０ ６ 、 記
録 媒 体 と し て の 記 録 紙 Ｐ を 副 走 査 方 向 Ｓ に 走 査 す る 為 の 副 走 査 機 構 １ ０ ８ 、 及 び メ ン テ ナ
ン ス ス テ ー シ ョ ン １ １ ０ 等 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ヘ ッ ド ケ ー ス ５ ２ に は 、 イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ が 形 成 さ れ た イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド
１ １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） が 備 え ら れ て い る 。 ヘ ッ ド ケ ー ス ５ ２ は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド
１ １ ２ の ノ ズ ル 面 １ ０ Ａ が 記 録 用 紙 Ｐ と 対 向 す る よ う に キ ャ リ ッ ジ １ ０ ４ 上 に 搭 載 さ れ て
お り 、 主 走 査 機 構 １ ０ ６ に よ っ て 主 走 査 方 向 Ｍ に 移 動 さ れ な が ら 記 録 用 紙 Ｐ に 対 し て イ ン
ク 滴 を 吐 出 す る こ と に よ り 、 一 定 の バ ン ド 領 域 Ｂ Ｅ に 対 し て 画 像 の 記 録 を 行 う 。 主 走 査 方
向 へ の １ 回 の 移 動 が 終 了 す る と 、 副 走 査 機 構 １ ０ ８ に よ っ て 記 録 用 紙 Ｐ が 副 走 査 方 向 Ｓ に
搬 送 さ れ 、 再 び キ ャ リ ッ ジ １ ０ ４ を 主 走 査 方 向 Ｍ に 移 動 さ せ な が ら 次 の バ ン ド 領 域 Ｂ Ｅ を
記 録 す る 。 こ う し た 動 作 を 複 数 回 繰 り 返 す こ と に よ り 、 記 録 用 紙 Ｐ の 全 面 に わ た っ て 画 像
の 記 録 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド １ １ ２ に は 、 イ ン ク チ ュ ー ブ ６ ０ が 接 続
さ れ て い る 。 イ ン ク チ ュ ー ブ ６ ０ は 、 イ ン ク を 貯 留 す る イ ン ク タ ン ク （ 図 示 省 略 ） に 接 続
さ れ て お り 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド １ １ ２ へ は 、 イ ン ク チ ュ ー ブ ６ ０ か ら イ ン ク の 供
給 が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 １ ０ ２ に 用 い ら れ る イ ン ク と し て は 、 粘 度 が ２ ． ３ ｍ Ｐ ａ Ｓ 以
上 ５ ０ ｍ Ｐ ａ Ｓ 以 下 で 、 通 常 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト で 用 い ら れ る 水 溶 性 イ ン ク の み な ら ず 、 非
水 溶 性 イ ン ク 、 例 え ば 、 紫 外 線 硬 化 性 イ ン ク の よ う な イ ン ク を 使 用 し て も よ い 。 チ キ ソ 性
と は 、 流 体 へ の せ ん 断 速 度 の 上 昇 と 共 に 、 見 か け 上 の 粘 度 が 低 下 す る 性 質 を い い 、 コ ロ イ
ド 粒 子 の 会 合 と 離 散 が 一 原 因 と い わ れ て い る 。 し た が っ て 、 イ ン ク に 振 動 を 与 え る こ と に
よ り 、 イ ン ク が 攪 拌 さ れ 、 せ ん 断 速 度 が 上 昇 し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 会 合 状 態 に あ る 色
材 が 離 散 し 、 見 か け 上 の 粘 度 が 低 く な る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド １ １ ２ は 、 ノ ズ ル プ レ ー ト ２ ２ 、 イ ン ク
プ ー ル プ レ ー ト ２ ４ 、 ２ ６ 、 ス ル ー プ レ ー ト ２ ８ 、 イ ン ク 供 給 路 プ レ ー ト ３ ０ 、 圧 力 室 プ
レ ー ト ３ ２ 、 及 び 、 振 動 板 ３ ４ を 順 番 に 積 層 し て 形 成 さ れ て い る 。 ノ ズ ル プ レ ー ト ２ ２ に
は イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ が 形 成 さ れ 、 イ ン ク プ ー ル プ レ ー ト ２ ４ 、 ２ ６ と で ノ ズ ル 連 通 室
１ ６ と 共 通 イ ン ク 流 路 １ ４ と が 構 成 さ れ て い る 。 ス ル ー プ レ ー ト ２ ８ に は ノ ズ ル 連 通 室 １
６ と 共 通 イ ン ク 流 路 １ ４ の 開 口 部 ２ ０ が 構 成 さ れ 、 イ ン ク 供 給 路 プ レ ー ト ３ ０ に は イ ン ク
供 給 路 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 圧 力 室 プ レ ー ト ３ ２ に は 、 圧 力 室 １ ２ が 形 成 さ れ
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て い る 。 圧 力 室 １ ２ の 上 面 に は 振 動 板 ３ ４ が 接 着 さ れ 、 振 動 板 ３ ４ の 上 面 に は 、 圧 電 素 子
３ ６ が 接 着 さ れ て い る 。 共 通 イ ン ク 流 路 １ ４ は 、 イ ン ク チ ュ ー ブ ６ ０ に 繋 が っ て い る 。 圧
電 素 子 ３ ６ は 、 後 述 す る 駆 動 回 路 ７ ４ と 接 続 さ れ て お り 、 印 加 さ れ る 駆 動 パ ル ス に 応 じ て
駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ に は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 １ ０ ２ の 制 御 系 の ブ ロ ッ ク 図 の 一 部 が 示 さ れ て い る
。 制 御 部 ７ ０ は 、 入 力 部 ７ ２ 、 主 操 作 機 構 １ ０ ６ 、 副 走 査 機 構 １ ０ ８ 、 及 び 、 駆 動 回 路 ７
４ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 入 力 部 ７ ２ か ら は 、 各 種 の 指 示 信 号 や 、 画 像 デ ー タ な ど が 入 力 さ れ る 。 制 御 部 ７ ０ は 、
入 力 さ れ た 情 報 に 基 づ い て 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 １ ０ ２ 全 体 の 制 御 を 実 行 す る 。 主 操
作 機 構 １ ０ ６ 、 及 び 、 副 走 査 機 構 １ ０ ８ は 、 制 御 部 ７ ０ か ら の 信 号 に 基 づ い て 駆 動 さ れ る
。 駆 動 回 路 ７ ４ は 、 圧 電 素 子 ３ ６ と 接 続 さ れ て お り 、 制 御 部 か ら の 信 号 に 基 づ い て 、 圧 電
素 子 ３ ６ を 駆 動 さ せ る た め の 駆 動 パ ル ス を 、 圧 電 素 子 ３ ６ へ 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 駆 動 パ ル ス と し て は 、 画 像 記 録 の た め に イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ か ら イ ン ク を 吐 出 さ せ る
た め の 画 像 記 録 信 号 Ｓ １ 、 イ ン ク 吐 出 に は 至 ら な い が 、 低 周 波 で イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ 内
の イ ン ク に 振 動 を 発 生 さ せ る 低 周 波 信 号 Ｓ ２ 、 及 び 、 高 周 波 で イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ 内 の
イ ン ク に 振 動 を 発 生 さ せ る 高 周 波 信 号 Ｓ ３ を 出 力 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 画 像 記 録 信 号 Ｓ １ は 、 記 録 さ れ る 画 像 に 応 じ た タ イ ミ ン グ で 、 該 当 の イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル
１ ０ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 低 周 波 信 号 Ｓ ２ は 、 図 ６ （ Ｂ ） の 表 に 示 す よ う に 、 振 幅 １ Ｖ 程 度 で １ Ｋ Ｈ ｚ の 波 形 と さ
れ て い る 。 低 周 波 信 号 Ｓ ２ を 圧 電 素 子 ３ ６ に 印 加 す る こ と に よ り 、 イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０
内 の イ ン ク に は 低 周 波 の 振 動 が 発 生 し 、 こ の 振 動 に よ り イ ン ク の 粘 度 が 低 下 す る 。 な お 、
イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ の 壁 面 と の 間 の ず り 応 力 を 発 生 さ せ て イ ン ク を 確 実 に 低 粘 度 化 さ せ
る た め に 、 イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ の 径 Ｄ は ２ ５ μ ｍ 以 上 ３ ５ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し
い 。 ま た 、 イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ の 長 さ Ｌ は ２ ５ μ ｍ 以 上 ４ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 高 周 波 信 号 Ｓ ３ は 、 図 ７ （ Ｂ ） の 表 に 示 す よ う に 、 振 幅 ５ Ｖ 程 度 で ２ ５ Ｋ Ｈ ｚ の 波 形 と
さ れ て い る 。 高 周 波 信 号 Ｓ ３ を 圧 電 素 子 ３ ６ に 印 加 す る こ と に よ り 、 イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １
０ 内 の イ ン ク に は 高 周 波 の 振 動 が 発 生 し 、 こ の 振 動 に よ り イ ン ク の 粘 度 は 、 低 周 波 信 号 Ｓ
２ を 印 加 し た と き よ り も さ ら に 低 下 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 上 記 の 低 周 波 信 号 Ｓ ２ 及 び 高 周 波 信 号 Ｓ ３ の 振 幅 、 及 び 周 波 数 は 、 一 例 で あ っ て
、 必 ず し も 上 記 の も の で あ る 必 要 は な い 。 イ ン ク が イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ か ら 吐 出 し な い
程 度 の 振 幅 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド １ １ ２ の イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １
０ 内 の イ ン ク の 粘 度 を 低 下 さ せ る 手 順 に つ い て 、 図 ８ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ユ ー ザ ー に よ り 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 １ ０ ２ の 電 源 が オ ン さ れ る （ Ｓ １ ０ ） と 、 制
御 部 ７ ０ か ら 駆 動 回 路 ７ ４ へ 低 周 波 信 号 Ｓ ２ を 出 力 す る よ う 指 示 さ れ る （ Ｓ １ ２ ） 。 駆 動
回 路 ７ ４ で は 、 こ の 指 示 を 受 け て 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド １ １ ２ の す べ て の 圧 電 素 子
３ ６ へ 、 低 周 波 信 号 Ｓ ２ を 出 力 す る （ Ｓ １ ４ ） 。 こ れ に よ り 、 低 周 波 信 号 Ｓ ２ が 圧 電 素 子
３ ６ に 印 加 さ れ 、 圧 電 素 子 ３ ６ が 低 周 波 信 号 Ｓ ２ に よ っ て 駆 動 さ れ （ Ｓ １ ６ ） 、 イ ン ク 吐
出 ノ ズ ル １ ０ 内 の イ ン ク に は 低 周 波 の 振 動 が 発 生 し 、 こ の 振 動 に よ り イ ン ク の 粘 度 が 低 下
す る 。 駆 動 回 路 ７ ４ か ら 圧 電 素 子 ３ ６ へ の 低 周 波 信 号 Ｓ ２ の 出 力 は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録
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装 置 １ ０ ２ の 電 源 が オ フ さ れ る か 、 次 に 示 す 高 周 波 信 号 Ｓ ３ の 出 力 指 示 を 受 け る ま で 継 続
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 制 御 部 ７ ０ へ 画 像 記 録 開 始 の 指 示 が 入 力 さ れ る と （ Ｓ ２ ０ ） 、 制 御 部 ７ ０ は 、 駆 動 回 路
７ ４ へ 高 周 波 信 号 Ｓ ３ を 出 力 す る よ う 指 示 す る （ Ｓ ２ ２ ） 。 駆 動 回 路 ７ ４ で は 、 こ の 指 示
を 受 け て 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド １ １ ２ の す べ て の 圧 電 素 子 ３ ６ へ 、 高 周 波 信 号 Ｓ ３
を 出 力 す る （ Ｓ ２ ４ ） 。 こ れ に よ り 、 高 周 波 信 号 Ｓ ３ が 圧 電 素 子 ３ ６ に 印 加 さ れ 、 圧 電 素
子 ３ ６ が 高 周 波 信 号 Ｓ ３ に よ っ て 駆 動 さ れ （ Ｓ ２ ６ ） イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ 内 の イ ン ク に
は 高 周 波 の 振 動 が 発 生 し 、 こ の 振 動 に よ り イ ン ク の 粘 度 は 、 低 周 波 信 号 Ｓ ２ の 印 加 時 よ り
も さ ら に 低 下 す る 。 駆 動 回 路 ７ ４ か ら 圧 電 素 子 ３ ６ へ の 高 周 波 信 号 Ｓ ３ の 出 力 は 、 制 御 部
７ ０ か ら 画 像 記 録 デ ー タ が 出 力 さ れ る ま で 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 制 御 部 ７ ０ か ら 画 像 記 録 デ ー タ が 出 力 さ れ る と （ Ｓ ３ ０ ） 、 高 周 波 信 号 Ｓ ３ の 出 力 は 停
止 さ れ る （ Ｓ ３ ２ ） 。 駆 動 回 路 ７ ４ か ら は 、 画 像 記 録 デ ー タ に 応 じ た 画 像 記 録 信 号 Ｓ １ が
出 力 さ れ る （ Ｓ ３ ４ ） 。 各 イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ に 対 応 し て 設 け ら れ た 圧 電 素 子 ３ ６ は 、
画 像 記 録 信 号 Ｓ １ に 応 じ て 駆 動 さ れ （ Ｓ ３ ６ ） 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で イ ン ク 滴 が 吐 出 さ れ
て 画 像 が 記 録 さ れ る （ Ｓ ３ ８ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 以 上 の よ う な 手 順 で 、 イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ 内 の イ ン ク を 振 動 さ せ る
の で 、 制 御 部 ７ ０ か ら 画 像 記 録 信 号 Ｓ １ が 出 力 さ れ て 画 像 記 録 が 開 始 さ れ る 前 ま で に 、 イ
ン ク を 低 粘 度 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 画 像 記 録 時 に は 、 駆 動 回 路 ７ ４ か ら 画 像 記 録 信 号 Ｓ １ が 圧 電 素 子 ３ ６ へ 印 加 さ れ
、 低 周 波 信 号 Ｓ ２ 、 及 び 、 高 周 波 信 号 Ｓ ３ は 印 加 さ れ な い 。 画 像 記 録 が 終 了 す る と 、 再 び
、 低 周 波 信 号 Ｓ ２ が 圧 電 素 子 ３ ６ へ 印 加 さ れ 、 電 源 が オ フ さ れ る か 、 画 像 記 録 が 開 始 さ れ
る ま で 、 継 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル １ ０ 内 の イ ン ク に 、 ま ず 、 低 周 波 信 号 Ｓ ２ を
印 加 し 、 あ る 程 度 イ ン ク の 粘 度 を 低 下 さ せ て お い た 上 で 、 高 周 波 信 号 Ｓ ３ を 印 加 す る の で
、 最 初 か ら 高 い 周 波 数 の 振 動 を 与 た 場 合 と 比 較 し て 、 効 率 よ く せ ん 断 速 度 を 上 げ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 電 源 投 入 後 、 画 像 記 録 時 を 除 い て 、 常 時 低 周 波 信 号 Ｓ ２ を 圧 電
素 子 ３ ６ へ 印 加 し て い る が 、 所 定 時 間 の 間 隔 を お い て 、 断 続 的 に 印 加 し て も よ く 、 ま た 、
イ ン ク の 粘 度 が あ る 程 度 低 下 し た 後 に は 、 低 周 波 信 号 Ｓ ２ と 高 周 波 信 号 Ｓ ３ を 交 互 に 印 加
し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 チ キ ソ 性 を 有 す る イ ン ク の せ ん 断 速 度 と 見 か け 上 の 粘 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド の 要 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置 の 一 部 の 制 御 系 の ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る （ Ａ ） は ノ ズ ル を 、 （ Ｂ ） は 低 周 波 信 号 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る （ Ａ ） は ノ ズ ル を 、 （ Ｂ ） は 高 周 波 信 号 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る イ ン ク の 低 粘 度 化 の 手 順 を 示 す チ ャ ー ト で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ ０   イ ン ク 吐 出 ノ ズ ル
１ ０   ノ ズ ル
３ ６   圧 電 素 子
７ ０   制 御 部
７ ４   駆 動 回 路
１ ０ ２ 　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 装 置
１ １ ２ 　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド
Ｓ １   画 像 記 録 信 号
Ｓ ２   低 周 波 信 号
Ｓ ３   高 周 波 信 号
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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